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【活動方針】 

・公衆衛生看護護学の技術の体系化と教育方法について検討結果を公表・周知する。 

・看護師教育における地域看護学教育に関する検討結果を周知する。 

 

2018年度 

達 

成 

目 

標 

１． 母子保健活動における公衆衛生看護護学の技術の体系化と教育方法について検討する。 

２． 母子保健活動における公衆衛生看護護学の技術の体系化と教育方法について検討結果の公表・

周知を図る。 

３． H28 年度に検討した看護師教育における地域看護学教育に関する検討結果について周知をはか

る。 
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動 

計 
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１． 委員会開催 

① 母子保健活動における公衆衛生看護護学の技術の体系化について検討する。 

② 保健師教育モデル・コア・カリキュラム委員会との合同委員会にて上記①の検討を行う。 

 

２． 母子保健活動における公衆衛生看護護学の技術の体系化と教育方法について検討する。 

① 保健師教育モデル・コア・カリキュラムを踏まえ、H29年度の検討内容の精緻化と体系化を行

う。 

② 上記の技術に関する基礎教育における教育方法について検討する。 

③ 夏季研修にて会員校との意見交換を行う。 

 

３． H28 年度に検討した看護師教育における地域看護学教育に関する検討結果について周知をはか

る。 

① 全国保健師教育機関協議会のホームページにおいて上記の検討結果を公表し、周知を図る。 

 


